
学校教育目標：「夢の実現に向けて前進」～全員主役・全員本気・全員成長～ 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

                     
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

天草中だより 
令和３年２月１６日  第１１号 

文責：校長 豊原 康徳 

 ３学期の人権旬間は、１月２１日（木）から 
２月２日（火）でした。この間の各学年の人権
学習の内容は次のとおりです。 
＜１年生：水俣病をめぐる人権＞ 
 小学校５年生での「水俣に学ぶ肥後っ子教
室」の学習をもとに、差別解消のための行動に
ついて考える。 
＜２年生：高齢者・障がい者の人権＞ 
 高齢の方や障がいを持たれた方などの立場
から社会に目を向け、身近な生活に潜む差別や
偏見について考える。 
＜３年生：ハンセン病回復者等の人権＞ 
 ハンセン病についての正しい知識や理解を
深め、元患者の方々が受けた差別の不当性につ
いて考える。 
 
 ３学年とも共通するのは外見上の違いや行
動面等の特性に対する偏見や差別があるとい
うことです。原因は、病気等に対する正しい理
解がされていないこと、病気に対する不安や恐
怖心があること、特性を認めることができない
こと、知識は持っていても行動に移せないこと
など、多々あると思います。無知や長年すり込
まれた偏見等による差別は、２学期に学習した
同和問題と同じ構図です。単なる知識で終わる
のではなく、意識を変え、行動を変えることが
社会で求められています。コロナ禍における差
別にも通じます。 
 
 
 
 
 

 生徒会の役員が２年生へと代わり、本格的に
活動が始まりました。毎朝、正門であいさつ運動
（７：４５～７：５５）もおこなっています。 
 今回は各種委員会の委員長を紹介します。な
お、委員会の再編により、３月までと次年度４月
からの２通りあります。 
【３月まで】      （４月から） 
代議  ：丸谷菜々胡さん（代議委員長） 
文化放送：平山奈於さん （情報文化委員長） 
保健環境：赤﨑りなさん （健康体育委員長） 
生活体育：森下晃太郎さん 
図書  ：池田梨乃佳さん ※４月から３つの 
給食  ：福原楓花さん   委員会へ再編 

授業体験（理科） 学校説明（生徒会） 

部活動見学及び体験 

 １月２８日（木）の午後から、６年生
児童に対して本校の体験入学を実施し
ました。当日は小学校から児童１２名、
保護者１０名、先生方２名に参加いただ
きました。多目的室でのオリエンテーシ
ョンではやや緊張の面持ちでしたが、し
だいにリラックスした感じになってき
ました。 
 授業体験では理科の授業を５０分間
みっちり受けました。液体窒素を使った
状態変化の実験で、花やテニスボールを
凍らせて粉々にしたり、二酸化炭素から
ドライアイスに変化させたりしました。 
 学校説明では、生徒会執行部から、ク
イズ等を交えながら中学校生活全般に
ついて説明を受けました。 
 部活動見学では、体育館で女子バス
ケ、屋外で男女テニスを見学し、後半は
実際にボールやラケットを使って練習
体験をしました。 
 約２時間半の体験入学でした。 
 
 
 
 
 
 
 



※熊本県学力・学習状況調査（熊本市を除く県内全ての小・中学校で実施。中学校は１・２年が対
象で、本校では令和２年１２月１日に実施した。）  

１ 学力調査結果分析（実施教科：国語、数学、英語） 
【１年】 
 □国語にやや弱さが見られるものの、３教科ともほぼ全国や県の平均と同程度の結果である。 
 □国語、数学に関しては、小学校６年時の結果からの変容はあまり見られない。 
 □教科別では数学が最も高い結果ではあるが、基礎と活用という視点で見ると、活用（いわゆる

思考力や表現力を問う発展問題）に弱さが見られる。 
 □英語については全国平均を超えている生徒が他の２教科よりも多い。 
【２年】 
 □３教科とも全国や県の平均を下回っている。 
 □昨年度は教科間で差が見られたが、今年度はどの教科もほぼ同程度の結果である。 
 □昨年度に比べ英語については偏差値平均で２．５ポイントほど伸びている。個別に見ても９人

の生徒に伸びが見られた。 
 □国語については全国平均並もしくはそれを超える生徒が半数近くいる。 
２ 対策 
（１）個別学習プリント集を使った対策   
   各生徒の結果に応じた個別プリント集を配付した。朝自習、放課後の補充学習、家庭での自

学で取り組む。最低３回はこなすように指導している。 
（２）授業での対応 
   課題が見られた内容については、学期後半の授業の中で復習プリントを用いて確認していく。 
３ 質問紙調査結果（傾向分析） 
【１年】 
 □ソーシャルスキル・社会参画について、「ルールやマナー」「困っている人に対する理解や援助」

「ボランティア活動」に関する項目の肯定率が高い。 
 □学級風土やリスク管理について、「クラスの雰囲気」「クラスメートのよさ」の肯定率が高いも

のの、「クラスの盛り上がり」「クラスの好感度」「友達との関係性」についてはやや低い傾向に
ある。学級集団としての仲間意識や活動等を通した達成感を味わわせたい。 

【２年】 
 □愛情に関することについて、「家族の存在」「家庭のやすらぎ」「友達との関係性」に関する項目

の肯定率が高い。 
 □自己肯定感について、「自信の有無」「勉強への関心・意欲」の肯定率が低い。また、「うれしさ

や悲しさの表現」「思いやりの行動」「正しいことの主張」「納得する方法の提案」などソーシャ
ルスキルに関する肯定率もやや低い。 

※あくまで本調査の結果であり、一面的な分析でしかありません。参考程度にお読みください。 

 コロナ禍により、今年度は年度当初から感染拡大防止のための予算が配当されています。今まで
に消毒液、体温計、演台用アクリル板、ＣＯ２濃度測定器、サーキュレーター（各教室用）等を購
入・設置しています。この冬は、各教室に加湿器を、職員室に間仕切り用のアクリル板を設置しま
した。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 また、コロナ禍によりＧＩＧＡスクール構想が前倒しになったことを受け、２月５日に１人１台
のタブレットが配置されました。校舎内は高速大容量のアクセスポイントの工事があり、ｗｉｆｉ
環境も整備されています。次年度からは、専用タブレットを用いた学習が始まります。 


